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１                              問題のページへ 
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よって, 0)( =xg となる xは 1つしかなく, 言い換えると, 0)( =¢ cf となる cは

ただ 1つである。 

すると, )( xf の増減は右表のようになり, )( xf は

cx = で最大値をとることになる。 

 

［解 説］ 
微分法の標準的な問題です。ただ, 1)(lim
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g はプロセス抜きで答えるしかない

でしょう。 
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(1) 点 )4,(P 2 +pp を通る傾き 1- の直線は,  

)(42 pxpy --=+-  

点 )0,2( t を通ることより, ptp +-=+- 242  
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したがって, ( )
t

t
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t 1,1P +- となる。 

(2) 点 Pが C上を動くとき, 22 ≧t から 1≧t となり, tの最小値は 1である。 
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ここで, (1)より曲線 Cは, 
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［解 説］ 

(1)は(3)の積分を実行するための誘導となっています。なお, (2)については, 図より

明らかなのですが, 関係式 42 2 ++= ppt を用いても簡単です。 
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ここで, 21 ＜＜x のとき, 110 ＜＜ -x なので, ①②より,  
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ff となっており, )( xf は 1=x で連続であ

る。また, 12)0( += pf と定義すると, 20 ＜≦ x において,  
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同様にして, ②を利用していくと, 1)2cos(2)( += xx ppf )0( ≧x  

 

［解 説］ 

記述の方法の難しい問題です。内容的には, もう一ひねりあるのかとも思ったので

すが……。 
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(1) ÷
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A について, ハミルトン・ケーリーの定理より,  
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よって, EA +2 は逆行列をもつ。 

さて, EA =4 のとき, OEA =-4 , OEAEA =-+ ))(( 22 ………③ 

③の両辺に左から, EA +2 の逆行列をかけて,  
OEAEAEAEA 122212 )())(()( -- +=-++ , OEA =-2 , EA =2  

02 ¹=+ ada なので, (1)より, EA = または EA -= となる。 

 

［解 説］ 
(2)が(1)の誘導となっている行列の基本的な問題です。 0＞D を導くところは, ちょ

っとテクニカルな変形をしています。 
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(1) 点 ),2(A aa と原点を結ぶ線分を直径とする円周上の点

を ),(P qr とおくと, 
2

OPA p=Ð となる。 

よって, 極方程式 )cos(2 q-= aar は, 中心 ),( aa , 半

径 a の円を表す。なお, 点 P が点 A, 点 O に一致している

ときも成立している。 

(2) aC が直線 xy -= に接するとき, OAと xy -= が直交する。 

よって, nを 0以上の整数として, 
4
pp += na となる。 

 

［解 説］ 

この程度の記述でよいのか, もっと詳しく書いた方がよいのか, とまどってしまい

ます。そんな問題です。 
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